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置
す
る
医
療
系
大
学
を
誘
致
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

看
護
・
福
祉
系
学
部
の
誘
致
に
限

定
し
た
主
な
理
由
は
、
本
市
福
祉
施

策
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
、

ま
た
、
少
子
化
の
進
行
に
伴
っ
て
18

歳
人
口
が
減
少
す
る
時
代
に
あ
っ
て

も
、
今
後
、
本
格
的
な
高
齢
社
会
を

迎
え
る
た
め
、
看
護
・
福
祉
系
学
部

へ
の
入
学
志
願
者
の
増
加
、
卒
業
生

に
対
す
る
求
人
が
見
込
ま
れ
、
安
定

的
な
経
営
が
予
想
さ
れ
る
た
め
で
す
。

大
学
誘
致
の
メ
リ
ッ
ト

大
学
誘
致
の
メ
リ
ッ
ト

―

大
学
機
能
を
地
域
社
会
に
還
元―

大
学
誘
致
は
、
教
育
機
能
の
促
進

（
地
域
社
会
の
高
等
教
育
機
会
の
確

保
）
を
は
じ
め
、
研
究
機
能
の
推
進

（
大
学
と
の
施
策
の
共
同
研
究
、
委

託
研
究
な
ど
）、
地
域
サ
ー
ビ
ス
機

能
の
充
実
（
市
民
の
生
涯
学
習
、
公

開
講
座
な
ど
の
提
供
）
が
一
般
的
な

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
メ
リ
ッ
ト
が
市

政
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
が
、特
に
（
仮
称
）

東
都
医
療
大
学
、
埼
玉
工
業
大
学
に

協
力
を
頂
き
、
市
と
大
学
が
共
同
し

て
、
地
域
政
策
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
を
検
討
し
ま
す
。

―

地
域
医
療
の
充
実
に大

き
な
期
待―

昨
年
11
月
に
新
設
認
可
を
受
け
た

11
大
学
の
う
ち
、
６
大
学
が
医
療
系

大
学
で
し
た
が
、
近
年
の
医
療
は
専

門
化
、
高
度
化
し
、
医
用
機
器
の
進

歩
も
著
し
い
た
め
、
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
質
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
証

し
と
い
え
ま
す
。

今
回
、
市
が
誘
致
す
る
（
仮
称
）

東
都
医
療
大
学
は
、
こ
れ
ら
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
、
ま
た
、
指
導
的

な
役
割
を
担
う
看
護
師
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

将
来
的
に
は
新
た
な
医
療
学
科
の
増

設
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
大
学
が
市
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
卒
業
生
が
市
内
の
医
療
機
関

に
就
職
し
、
地
域
医
療
の
充
実
が
促

進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

―

経
済
波
及
効
果
は
、

年
間
12
億
６
，
５
０
０
万
円―

大
学
誘
致
は
、
地
域
経
済
の
拡
大

（
学
生
・
教
員
な
ど
の
地
域
内
消
費
活

動
お
よ
び
運
営
経
費
の
地
域
内
支
出

な
ど
の
経
済
波
及
効
果
）
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、（
仮
称
）
東
都
医
療
大
学

の
誘
致
を
例
に
取
れ
ば
、
開
設
４
年

後
に
収
容
定
員
４
０
０
人
を
満
た
し

た
際
は
、
１
年
間
で
直
接
効
果
と
し
て

５
億
５
，
０
０
０
万
円
、
間
接
効
果
と

し
て
７
億
１
，
５
０
０
万
円
、
合
計
で

12
億
６
，
５
０
０
万
円
の
経
済
波
及
効

果
が
生
じ
る
と
の
試
算
が
あ
り
ま
す
。

（
仮
称
）
東
都
医
療
大
学
が
今
後
、
学

部
・
学
科
の
増
設
に
伴
う
学
生
数
が
増

加
す
れ
ば
、
さ
ら
に
、
大
き
な
経
済
波

及
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

大
学
設
置
に
対
す
る

大
学
設
置
に
対
す
る

市
の
助
成

市
の
助
成

―

校
地
は
無
償
貸
与
、
６
億
８
，

５
０
０
万
円
の
補
助
金
を
交
付―

市
は
、（
仮
称
）
東
都
医
療
大
学
を

誘
致
す
る
た
め
に
、
校
地
（
校
舎
敷

地
お
よ
び
運
動
場
）
は
、（
仮
称
）
東

都
医
療
大
学
設
立
準
備
委
員
会
に
対

し
て
30
年
間
、
無
償
で
貸
与
し
ま
す
。

ま
た
、大
学
設
置
補
助
金
と
し
て
、

同
準
備
委
員
会
が
設
立
予
定
の
（
仮

称
）
学
校
法
人
青せ
い

淵え
ん

学
園
に
対
し

て
、
６
億
８
，
５
０
０
万
円
を
交
付

す
る
予
定
で
す
。

学
校
法
人
名
を
青
淵
学
園
と
す
る

の
は
、
深
谷
市
が
近
代
日
本
経
済
の

父
と
い
わ
れ
る
渋
沢
栄
一
翁
の
生
誕

地
で
あ
る
こ
と
に
ち
な
み
、
渋
沢
翁

の
教
育
に
対
す
る
理
念
を
尊
重
す
る

学
園
と
し
た
い
た
め
、
翁
の
号
「
青

淵
」
を
付
し
た
そ
う
で
す
。

明けましておめでとうございます。
皆様には輝かしい新春を迎えられま
したこととお慶び申し上げます。
私は、昨年９月の深谷市議会第３

回定例会において、図らずも議長に
就任しましたが、以来議会の円満な
運営と、市政の進展を第一義とし、

誠心誠意努力してまいり、大過なく越年することがで
きました。これもひとえに皆様のご支援、ご協力のた
まものと心から感謝しております。
さて、わが深谷市は、昨年１月の１市３町の合併から

はや１年が過ぎ、人口も 15万人になろうとしておりま
す。昨今の社会情勢や経済状況の変化に伴い、今後の市
政には市民福祉の向上、生活の安定向上、さらに安心し
て暮らせるまちづくりが一層強く求められております。
これらの重要課題に対し、市としていかに対応し、施策
の展開を図るのかの指針となる総合振興計画が今年策定
されます。この計画は市政の長期的ビジョンを定めるも
のでありますので、議会といたしましても今後協議を重
ね、市民の皆様にとって夢と希望に満ちた深谷市が形成
されるよう慎重に検討してまいりたいと思います。
平成 19 年が市民の皆様にとって最良の年となります

ことを望み、議会に携わる者として、議会の果たすべ
き役割と責任を自覚し、市民の負託に応えられますよ
う最大限の努力を傾注してまいる所存でございますの
で、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

謹んで新春のお慶びを申し上げます。
光陰矢のごとしと申しますが、昨
年１月１日の新深谷市誕生から、早
くも１年が経過いたしました。この
間、私は「合併してよかった」と多
くの市民の皆様に実感していただけ
るよう、鋭意努力し市政を運営してまいりました。
しかし、同時にこの 1年間で、地方自治体を取り巻
く情勢は厳しさを増しております。「三位一体改革」に
よる財源規模の縮小や少子高齢化の進行、さらには地
域間競争の激化など、新たな行政課題が山積しており
ます。
そうした課題を克服すべく、積極的に行財政改革を推
進し、地方分権型社会に対応しうる、自立した自治体と
しての体制整備を行う所存であります。また今年は、市
の施策として永年の課題であった大学の設置が本格化し
ます。大学の設置は、大学機能を地元に還元できるほか、
若い年代層が継続的に定住するというメリットがあり、
まちの活性化や、商業活動の推進力として期待されます。
市といたしましては、引き続き大学等の誘致を推進して
まいります。
今年は、新深谷市として、築き始めた基盤をさらに
強固なものとし、未来へ発展させていく極めて重要な
年となります。深谷市のさらなる繁栄のため、全力で
市政運営に努めてまいる所存でありますので、市民の
皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

の
う
ち
、
３
つ
の
大
学
お
よ
び
大
学

の
紹
介
に
よ
る
医
療
法
人
社
団
大
坪

会
（
東
京
都
世
田
谷
区
・
大お

お

坪つ
ぼ

修お
さ
む

理

事
長
）
か
ら
、本
市
に
大
学
設
置
（
学

部
の
増
設
を
含
む
）
の
可
能
性
が
あ

る
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
基
づ
き
本
市
で
は
、
学
部

の
種
類
、
規
模
、
設
置
経
費
や
本
市

に
対
す
る
補
助
金
要
望
額
な
ど
、
詳

細
な
意
向
調
査
を
実
施
し
、
検
討
の

結
果
、
医
療
法
人
社
団
大
坪
会
が
設

医
療
法
人
社
団
大
坪
会
が

医
療
法
人
社
団
大
坪
会
が

大
学
を
設
置

大
学
を
設
置

―

市
政
の
重
要
課
題
が
大
き
く
前
進―

市
で
は
昨
年
４
月
、
全
国
４
年
制

私
立
大
学
５
５
５
校
を
対
象
に
、
看

護
・
福
祉
系
学
部
を
誘
致
す
る
た
め

に
、
簡
易
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
２
７
５
校
（
回
収
率
は

49
・
５
％
）
か
ら
回
答
が
あ
り
、
そ

市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
積
極
的
に
大
学

誘
致
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
昨
年
８
月
、
医
療
法
人
社
団
大お

お

坪つ
ぼ

会か
い

と
（
仮
称
）
東と

う

都と

医
療
大
学
の
設
置
に
つ
い
て
基
本
合
意
に
達
し
ま
し
た
。

12
月
に
開
催
さ
れ
た
市
議
会
第
４
回
定
例
会
で
は
、
同
校
に
対
す
る
市

有
地
の
無
償
貸
与
や
補
助
金
の
債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
の
議
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
今
後
、
平
成
20
年
４
月
の
開
学
に
向
け
て
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
く
予
定
で
す
。

今
回
は
、
誘
致
決
定
に
至
る
ま
で
の
経
緯
や
大
学
誘
致
の
意
義
、
県
北
で

初
め
て
設
置
さ
れ
る
医
療
系
大
学
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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他
の
自
治
体
の
誘
致
状
況

他
の
自
治
体
の
誘
致
状
況

―
地
方
都
市
と
し
て
は

安
価
な
誘
致
条
件―

過
去
５
年
間
で
大
学
を
誘
致
し
た
地

方
自
治
体
の
う
ち
、
財
政
支
援
を
行
っ

た
全
国
５
都
市
の
校
地
お
よ
び
設
置
費

に
対
す
る
助
成
を
調
べ
ま
し
た
。

校
地
の
取
得
費
を
全
額
補
助
し
た

の
が
１
都
市
、
校
地
の
す
べ
て
を
大

学
に
無
償
譲
渡
し
た
の
が
１
都
市
、

校
地
の
半
分
を
無
償
譲
渡
・
半
分
を

無
償
貸
与
が
１
都
市
、
校
地
の
８
割

を
無
償
貸
与
・
２
割
を
学
校
法
人
が

取
得
し
た
の
が
１
都
市
、
学
校
法
人

が
購
入
し
た
の
が
１
都
市
と
な
っ
て

い
ま
す
。
本
市
の
場
合
、
無
償
貸
与

と
な
り
ま
す
。

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
約
77
億

円
が
１
都
市
、
約
15
億
円
が
１
都

市
、
約
９
億
円
が
１
都
市
、
開
学
後

５
年
間
毎
年
３
，
５
０
０
万
円
、
以

降
１
，
５
０
０
万
円
を
補
助
が
１

都
市
、
補
助
な
し
が
１
都
市
と
な
っ

て
い
ま
す
。
本
市
の
場
合
、
大
学
設

置
後
の
運
営
費
補
助
は
一
切
な
く
、

設
置
費
補
助
金
と
し
て
、
６
億
８
，

５
０
０
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

本
市
の
誘
致
条
件
は
、
校
地
の

取
り
扱
い
お
よ
び
補
助
金
額
を
例
に

取
っ
て
も
、
全
国
の
地
方
都
市
が
大

学
を
誘
致
し
た
事
例
の
中
で
は
、
財

政
負
担
の
少
な
い
部
類
に
属
し
ま
す

（
詳
し
く
は
表
１
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

埼
玉
県
北
で

埼
玉
県
北
で

初
め
て
の
医
療
系
大
学

初
め
て
の
医
療
系
大
学

―

開
学
は
平
成
20
年
４
月―

（
仮
称
）
東
都
医
療
大
学
を
設
置
す

る
医
療
法
人
社
団
大
坪
会
は
、
既

存
の
学
校
法
人
を
有
し
て
い
な
い
た

め
、
本
年
４
月
に
学
校
法
人
の
設
立

認
可
申
請
と
大
学
設
置
認
可
申
請
を

並
行
し
て
文
部
科
学
省
に
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
開
学
は
、
平
成
20
年

４
月
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
埼
玉
県
に
は
看
護
系
大
学

が
３
つ
（
埼
玉
県
立
大
学
保
健
医

療
福
祉
学
部
（
越
谷
市
）、
埼
玉
医

科
大
学
保
健
医
療
学
部
（
川
越
市
）、

目
白
大
学
看
護
学
部
（
さ
い
た
ま

市
））
あ
り
ま
す
が
、
県
北
で
は
初

め
て
の
医
療
系
大
学
と
な
り
、
本
市

だ
け
で
な
く
、
埼
玉
県
北
の
住
民
の

皆
さ
ん
に
、
高
等
教
育
の
場
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

（
仮
称
）東
都
医
療
大
学
の
概
要

（
仮
称
）東
都
医
療
大
学
の
概
要

―

学
部
名
は
、

（
仮
称
）ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
学
部―

大
学
名
の
「
東
都
」
と
は
、
古
く

は
室
町
時
代
か
ら
用
い
ら
れ
た
と
い

わ
れ
る
京
の
都
に
対
す
る
東
方
の
都

の
意
味
で
、
埼
玉
県
北
に
位
置
す
る

深
谷
市
が
、
都
市
と
し
て
発
展
す
る

願
い
を
込
め
て
名
称
と
し
て
用
い
た

そ
う
で
す
。「
医
療
」と
付
し
た
の
は
、

大
学
の
将
来
構
想
と
し
て
医
療
関
連

学
科
の
設
置
を
考
え
て
い
る
た
め
だ

そ
う
で
す
。

学
部
学
科
名
は
、（
仮
称
）
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ケ
ア
学
部
看
護
学
科
で
、
入
学
定

員
１
０
０
人
、
収
容
定
員
４
０
０
人
で

す
。
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
学
部
と
い
う
名

称
は
、
開
学
当
初
は
看
護
学
科
の
み
を

設
置
し
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
健
康
医

療
関
連
の
専
門
職
業
人
と
し
て
の
み

な
ら
ず
、
人
間
と
し
て
ケ
ア
に
携
わ
る

こ
と
に
よ
っ
て
人
間
性
を
豊
か
に
す

る
人
材
を
育
て
る
学
科
を
複
数
設
置

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
ら
だ
そ

う
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
近
い
将
来
、

全
人
格
的
な
ケ
ア
を
目
指
す
学
部
構

成
に
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
当
該
名

称
を
定
め
た
そ
う
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
大
学
の
校
舎
敷
地

と
し
て
は
少
し
狭

き
ょ
う

隘あ
い

な
場
所
で
す
が
、

本
市
は
、
現
有
す
る
市
有
地
の
中
で

最
も
面
積
が
広
い
当
該
土
地
を
大
学

誘
致
の
候
補
地
に
挙
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
学
の
運
動
場
と
し
て
、

上
柴
中
学
校
の
北
側
、
西
原
公
園
東

の
市
有
地
を
提
供
し
ま
す
。

―

校
舎
は
地
上
４
階
建
て
、

レ
ン
ガ
調
タ
イ
ル
を
使
用―

本
市
が
推
進
す
る
レ
ン
ガ
の
ま
ち

づ
く
り
に
協
調
す
る
た
め
、
校
舎
の

外
壁
に
は
、
レ
ン
ガ
調
タ
イ
ル
を
使

用
す
る
そ
う
で
す
。

校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
の
地
上
４
階
建
て
、
延
べ
床
面
積

は
５
，
８
６
５
・
１
㎡
で
す
。
建
築

費
概
算
は
、
15
億
６
，
６
０
０
万
円
、

来
年
２
月
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま

す
。今

後
も
大
学
・
専
門
学
校
の

今
後
も
大
学
・
専
門
学
校
の

誘
致
を
推
進
し
ま
す

誘
致
を
推
進
し
ま
す

大
学
誘
致
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
１
点
目
に
、
大
学
機
能
を
地
域

社
会
に
還
元
で
き
る
こ
と
、
２
点
目

に
、
学
生
・
教
員
な
ど
の
消
費
活
動

に
よ
る
経
済
波
及
効
果
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
特
に
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
、
18
歳
か
ら
21
歳
ま

で
の
若
い
定
住
人
口
を
増
加
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
学
・
専
門
学

校
を
誘
致
す
る
こ
と
は
、
財
政
的
な

負
担
を
あ
ま
り
必
要
と
し
な
い
消
費

活
動
が
盛
ん
な
若
い
定
住
人
口
を
、

常
に
提
供
す
る
仕
組
み
を
誘
致
す
る

こ
と
と
も
い
え
ま
す
。
こ
う
し
た
若

い
年
齢
層
が
増
加
す
る
こ
と
は
、
ま

ち
が
活
性
化
さ
れ
、
商
業
の
活
性
化

へ
と
連
動
し
ま
す
。

地
方
交
付
税
や
補
助
金
の
削
減
が

進
行
す
る
状
況
に
あ
っ
て
、
行
財
政

改
革
に
よ
り
効
率
的
な
市
役
所
の
組

織
体
制
の
整
備
や
行
政
経
費
の
削
減

に
努
め
ま
す
が
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
新
た
な
施
策
を
展
開
し
た
り
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
、
拡
充
し

た
り
す
る
た
め
に
は
、
い
っ
そ
う
の

自
主
財
源
の
確
保
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
市
で
は
企
業
誘
致

を
推
進
し
て
、
税
収
増
に
よ
る
自
主

財
源
の
拡
大
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
大
学
誘
致
も
、
ま
ち
の
活
性
化
、

商
業
活
性
化
の
推
進
力
と
な
る
た

め
、
市
は
引
き
続
き
誘
致
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

政
策
推
進
課
（
☎

５
７
４―

８
０
９
６
）
へ

　表１・新設大学補助（過去５年間／平成14年度から18年度）　※自治体（市・町）から財政支援のあった大学

No. 開設年度 大学名 校地の補助 補助金 補助総額 大学設置費の総額 開学後の運営費補助

1 14 Ａ大学
校地購入費の全額を補助
（1,102,319 千円）

912,186 千円 2,014,505 千円 5,662,319 千円 なし

2 15 Ｂ大学
校地の半分を無償譲渡、
半分は無償貸与

なし
校地の半分を無償
譲渡

不明
開学後５年間は35,000千円を
補助、以降 15,000 千円を補助

3 15 Ｃ大学 学校法人が取得 1,496,523 千円 1,496,523 千円 4,738,488 千円 なし

4 16 Ｄ大学
約８割を無償貸与、約２
割は学校法人が取得

7,750,000 千円 7,750,000 千円 11,238,311 千円 なし

5 18 Ｅ大学 校地・校舎を無償譲渡 なし
校地・校舎を無償
譲渡

不明 なし

- 20
( 予定）

（仮称）
東都医療大学

校地を無償貸与 685,000 千円 685,000 千円 2,109,400 千円 なし

１．構造形式：鉄筋コンクリート造
２．階数：地上４階
３．延床面積：5,865.1 ㎡
４．建築費概算：1,566,000千円
５．工期：平成 19年 4月～平成 20年 2月

階数 床面積（㎡） 主な施設

１階 1,827.00 事務室、学生ホール、図書室、体
育室、食堂など

２階 1,671.00 学長室、200人教室２、50人教室３、
講師室５、会議室２、売店など

３階 1,787.80 100 人教室２、50 人教室１、
30人教室３、実習室４など

４階 579.30 予備室

（仮称）東都医療大学 校舎完成イメージ図

Fukaya City Public Information,2007.01,Japan

―

校
舎
は
上
柴
町
西
四
丁
目
、

運
動
場
は
上
柴
町
西
ニ
丁
目
に
設
置―

大
学
の
校
舎
は
、
上
柴
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
、イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

深
谷
店
南
（
上
柴
町
西
四
丁
目
）
の

市
有
地
（
約
５
，
６
１
８
㎡
）
に
設

置
し
ま
す
。※（仮称）東都医療大学設立準備委員会提供

　平成 18年 12 月現在


